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行橋市議会議長 井 上 倫太郎 様 



「核兵器廃絶」のために力を尽くすことを宣言する決議 

 

 １９８４年１２月、市民５００６名の署名による「『非核自治体宣言』を求

める請願」が行橋市議会に提出された。それに対し、行橋市議会は１９８５年３

月「『非核自治体宣言』に関する決議」を全会一致で可決成立した。 

 世界唯一の被爆国日本は、その悲惨さ・残虐性を身をもって体験した国とし

て、核兵器廃絶を世界によびかける責務を負っている。また、「核兵器を持たず、

作らず、持ち込ませず」の非核三原則の国是を堅持しており、遵守する模範たる

国にならなければならない。 

 現在、ロシアによるウクライナ侵略、イスラエルのパレスチナ自治区ガザへ

の無差別大規模攻撃が続き、核兵器使用の威嚇が繰り返されている。このことか

ら、核戦争の危険がかつてなく高まっていることを危惧するものである。 

 その一方、昨年秋に日本原水爆被害者団体協議会(日本被団協)がノーベル平

和賞を受賞した。核兵器のない世界を実現するため、被爆者として長年悲惨な体

験と目撃証言を示し、草の根運動を続けてきたことによるものである。その努力

は、高校生平和大使の活動等にも引き継がれている。 

 国際的には、核兵器廃絶の声は大きく広がっている。我が国が、核兵器国と

非核兵器国との真の橋渡しの役割を果たすことが重要である。 

 被爆８０年にあたり、日本国が核兵器廃絶に力を尽くすことを求める、また

我々も市当局と共に力を尽くす事をここに宣言する。 

以上、決議する。 

 

令和７年６月２０日 

 

                          行 橋 市 議 会 


